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気候変動下の熱中症の
現状と将来，及びその対策と課題
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出典︓気象庁HP 日本の年平均気温（https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/sum_jpn.html）

 夏平均気温は100年あたり
約1.38℃の割合で上昇

 特に1990年以降，高温と
なる年が頻出

日本で暑かった年
①2025年（+2.36℃）
②2024年（+1.76℃）

2023年（+1.76℃）
④2010年（+1.08℃）
⑤2022年（+0.91℃）

1. 熱中症の現状
 日本における気温の変化
• 統計開始（1898年）以降，最も暑い夏は2025年



 気温/WBGTと熱中症の関係
• 熱中症救急搬送率と日最高気温／日最高WBGTの関係式
• 日最高気温／日最高WBGTが上昇すると熱中症救急搬送率も増加

出典︓https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/manual/heatillness_manual_1-4.pdf
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搬送率

1. 熱中症の現状
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1. 熱中症の現状
  熱中症救急搬送数
• 熱中症により近年９万人以上の搬送者数が発生
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※2010-2014 及び2020年は5月のデータなし

熱中症による救急搬送数の経年変化

出典︓総務省消防庁資料（https://www.fdma.go.jp/disaster/heatstroke）をもとに国立環境研究所が作成

2018年︓95,137人
東・西日本で記録的な気温

2024年︓97,578人

2025年︓速報値



1. 熱中症の現状
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出典︓総務省消防庁「令和６年（５月から９月）の
熱中症による救急搬送状況」

出典︓総務省消防庁「令和６年（５月から９月）の
熱中症による救急搬送状況」

 熱中症救急搬送数
• 高齢者が半数を占める．⇒ 高齢者対策が重要に
• 住居が発生場所の４割を占める．⇒ 住居対策が重要に
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出典︓人口動態統計（ https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/tokusyu/necchusho22/index.html ）
をもとに国立環境研究所が作成

 熱中症による死亡
• 熱中症による死亡者数は近年1500人程度（自然災害は100〜200人）⇒ 熱災害
• 熱中症による死亡者の8割以上を高齢者が占める．⇒ 高齢者対策が重要に
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1. 熱中症の現状



 熱中症による死亡（東京23区，令和５年夏）
• 熱中症による死亡者（192人）の内訳をみると，約８割が65歳以上の高齢者
• 約９割が屋内で亡くなっている． ⇒ 高齢者対策＋住居対策が重要に
• 屋内で亡くなった方のうち約９割がエアコンを使用していなかった（屋内で亡くなった方の

うちの7.5割は単身者）． ⇒ エアコンの適切な利用が重要に

出典︓東京都監察医務院「令和５年夏の熱中症死亡者の状況（東京都 23 区・確定値）」をもとに国立環境研究所が作成
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1. 熱中症の現状
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 複合災害（自然災害×健康影響）
• 自然災害に伴う影響
 夏季における停電 ⇒ エアコンが使えないことに伴う熱中症リスク上昇
⇒ 適応策︓非常用電源としての再生可能エネルギーの活用（＋蓄電池の導入）

出典︓東京電力
（https://www.tepco.co.jp/press/release/2019/pdf3/190913j0101.pdf）

 2019年9月，関東地方に上陸
した台風としては観測史上最強ク
ラスの勢力で上陸

 千葉県を中心に甚大な被害が発
生．関東で死者9人，重軽傷
160人

 停電の影響により，千葉県で9
月9日〜15日の期間に498人の
熱中症救急搬送が発生．前週
(2〜8日）より約3倍増加

1. 熱中症の現状

https://www.tepco.co.jp/press/release/2019/pdf3/190913j0101.pdf


1. 熱中症の現状
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出典︓環境省 企業への影響
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RCP2.6

RCP8.5

RCP2.6（厳しく温暖化対策を実施）
RCP8.5（ほぼ温暖化対策を実施せず）

2.6-4.8℃

0.3-1.7℃

1986-2005年の平均値
を基準（0℃）

出典︓http://www.jccca.org/ipcc/ar5/wg1.html を改編

2. 熱中症の将来
 将来の温室効果ガス濃度と気温
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出典︓気候変動適応情報プラットフォーム「全国・都道府県情報」

http://a-plat.nies.go.jp/webgis/index.html

21世紀半ば
2031-2050年

21世紀末
2081-2100年RCP2.6

RCP8.5

2. 熱中症の将来
 気候・気象への影響
 年平均気温の将来予測

基準期間1981-2000年との比︔
MIROC5）

 RCP2.6
（厳しく温暖化対策を実施）
・21世紀半ば︓1.9 ℃
・21世紀末︓1.9 ℃
 RCP8.5
（ほぼ温暖化対策を実施せず）
・21世紀半ば︓2.1 ℃
・21世紀末︓4.8 ℃

http://a-plat.nies.go.jp/webgis/index.html


2. 熱中症の将来
 気候・気象への影響
 猛暑日の日数の将来変化
• 将来気候（2076〜2095年）と現在気候（1980〜1999年）との差を示す．
• 沖縄・奄美で 54 日増加するなど，全国的に有意に増加し，沿岸部など標高の低い

地域でより多くの増加がみられる．

出典︓気象庁「地球温暖化予測情報 第９巻」

RCP8.5
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21世紀半ば
2031-2050年

21世紀末
2081-2100年RCP2.6

RCP8.5

 RCP2.6
（厳しく温暖化対策を実施）
・21世紀半ば︓1.72 倍
・21世紀末︓1.79 倍
 RCP8.5
（ほぼ温暖化対策を実施せず）
・21世紀半ば︓1.72 倍
・21世紀末︓4.45 倍

2. 熱中症の将来
 熱中症
 熱中症救急搬送数の将来予測

基準期間1981-2000年との比︔
MIROC5）

全国における熱中症救急搬送数

令和
6年

令和
5年

令和
4年

令和
3年

令和
2年

令和
元年

平成
30年

年

5/1-
9/30

5/1-
9/30

5/1-
9/30

5/1-
9/30

6/1-
9/30

5/1-
9/30

期間

97,57891,46771,02947,87764,86971,31795,137全国

出典︓総務省消防庁 各年の「熱中症による救急搬送状況」より作成 出典︓気候変動適応情報プラットフォーム「全国・都道府県情報」
http://a-plat.nies.go.jp/webgis/index.html

http://a-plat.nies.go.jp/webgis/index.html


 熱関連超過死亡（熱ストレス超過死亡）
• 気温に影響される死因として代表的なものは熱中症だが，それ以外にも未知のものも含

め数多く存在する．
• 死因は一つでなく，気温が関係していても他の要因が大きければそちらが死因として選択

される．したがって，総死亡でとらえた方がよい．
• 至適気温（OT）において相対リスクが最も低くなる．
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出典︓https://www.restec.or.jp/recca/_public/event2011_data/poster/S-8_honda.pdf

2. 熱中症の将来
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21世紀半ば
2031-2050年

21世紀末
2081-2100年RCP2.6

RCP8.5

 RCP2.6
（厳しく温暖化対策を実施）
・21世紀半ば︓2.40 倍
・21世紀末︓2.50 倍
 RCP8.5
（ほぼ温暖化対策を実施せず）
・21世紀半ば︓2.72 倍
・21世紀末︓7.34 倍

2. 熱中症の将来
 熱関連超過死亡（熱ストレス超過死亡）
 熱ストレス超過死亡数の将来予測

基準期間1981-2000年との比︔
MIROC5）

出典︓気候変動適応情報プラットフォーム「全国・都道府県情報」
          http://a-plat.nies.go.jp/webgis/index.html

http://a-plat.nies.go.jp/webgis/index.html


 熱中症警戒アラート
(気象庁・環境省)

• 熱中症の危険性が極めて高くなる
と予測された際に，危険な暑さへ
の注意を呼びかけ，予防行動を
促すための情報
 翌日もしくは当日の暑さ指数

（WBGT）が33℃以上にな
ると予想される場合に発令

• アラート発表回数
 2021年︓ 613回
 2022年︓ 889回
 2023年︓1,232回
 2024年︓1,722回
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3. 熱中症対策

出典︓環境省HP（熱中症予防情報サイト）

「湿度」ではなく「湿度温度」
・湿度温度：水の蒸発しやすさ

湿度や気温に依存
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出典︓ 環境省WEB (https://www.env.go.jp/content/000136709.pdf）

  熱中症対策実行計画
• 熱中症対策実行計画及び気候変動適応計画（一部変更）が閣議決定（

2023/5/30）

3. 熱中症対策
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 熱中症特別警戒アラート
• 都道府県内において，全ての暑さ指数情報提供地点における，翌日の日最高暑さ指

数（WBGT）が35※（予測値）に達する場合に発表
※暑さ指数（WBGT）は， 現行アラート同様，四捨五入した値

3. 熱中症対策

出典︓ 環境省WEB
(https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/sg_pcm/R0503/doc05-1.pdf）

出典︓ 環境省WEB
(https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/doc_shsa/20240227_doc01.pdf）

https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/sg_pcm/R0503/doc05-1.pdf
https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/doc_shsa/20240227_doc01.pdf
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  指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）
• 市町村長は，地域における熱中症対策を促進するため，極端な高温時に暑さから避け

るための施設を指定することができるものとする．
• 当該施設については，熱中症特別警戒アラートの発表がされている場合においては，施

設を開放し，住民が確実に利用できるようにする．
• 指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）を指定済み
  1160市区町村（令和7年8月5日時点）

出典︓クーリングシェルターマップ(https://www.erca.go.jp/heatstroke/shonetsu/）

出典︓ 環境省WEB
(https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/sg_pcm/R0501/doc03-2.pdf）

3. 熱中症対策

https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/sg_pcm/R0501/doc03-2.pdf
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 労働安全衛生規則の一部を改正

出典︓厚生労働省(https://www.mhlw.go.jp/content/001476823.pdf）

3. 熱中症対策
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 どのような人が熱中症になりやすいか
• 世代
 高齢者
 乳幼児
• その他
 肥満の人
 病気の人，体調の悪い人
 からだに障害のある人
 脱水状態にある人
 過度の衣服を着ている人
 普段から運動をしていない人
 暑さに慣れていない人

⇒ 熱中症対策の基本
 暑さを避ける
 水分・塩分を補給する

3. 熱中症対策

出典︓環境省「熱中症環境保健マニュアル 2022」
(https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/manual/heatillness_manual_1-2.pdf）

https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/manual/heatillness_manual_1-2.pdf
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 高齢者のための熱中症対策

3. 熱中症対策
出典︓ https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/pr/heatillness_leaflet_senior_2021.pdf
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 高齢者をサポートする方へ熱中症対策ハンドブック
• 大阪府吹田市の取組

3. 熱中症対策

出典︓ https://www.city.suita.osaka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/017/669/20250121.pdf

 高齢者をサポートする方向に「熱中症対策
ハンドブック」を2024年5月に作成

 ケアマネジャーやヘルパー等の介護に携わる
方からの意見を反映し，2024年12月に改定

 熱中症リスクの高い高齢者の特徴
 高齢者の熱中症救急搬送者の約７割が

自宅で介護支援を受ける方であると推定
 自宅で介護支援を受ける方のうち，「男

性」 「居住年数30年以上」「認知症高齢
者の日常生活自立度Ⅱ」といった方の熱中
症の発症リスクが高い．
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出典︓気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT)

（https://adaptation-platform.nies.go.jp/private_sector/database/riskmgmt/index.html）

 適応ビジネス
• 気候変動による影響を 有効に活用 ⇒ 適応ビジネス（攻めの適応策）
• 熱中症対策商品の販売促進・強化

例）冷たい飲料商品や冷果商品
家電製品（クーラー，除湿器，扇風機等）
接触冷感素材を使用した熱中症予防商品

熱中症対策飲料「ポカリスエットアイ
スラリー」（大塚製薬株式会社）

熱中症の予防に役立つ「快適ウォッ
チ」（新コスモス電機株式会社）

暑熱下のリスクを事前に知らせる
「熱中対策ウォッチ カナリア®」
（Biodata Bank株式会社）

3. 熱中症対策

https://adaptation-platform.nies.go.jp/private_sector/database/riskmgmt/index.html
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気候変動適応センターの機能
 国内研究機関との連携等による適応研究・事業推進
 関係機関・事業体・個人等との間での影響・適応等情報収集・分析・提供

機能（情報基盤︓A-PLAT）
 地域気候変動適応センターとの事業の連携
 地方公共団体適応推進のための技術的助言や援助
 人材育成やアウトリーチによる適応施策支援
 アジア地域等国際的な貢献（AP-PLAT)

4. 国環研の取り組み
 国立環境研究所 気候変動適応センター設立（2018年12月1日）



国の調査研究機関

大学，
地域の研究機関等

大学

地域の
研究機関等

国民

各地域（都道府県等）

研究機関との
協力体制構築

政府

地方公共団体

住民企業 地域の企業

情報収集・整理・分析
調査研究・技術開発

気候変動適応情報
プラットフォーム

A-PLAT

国立環境研究所
気候変動適応センター

地域気候変動
適応センター
情報収集・整理

・分析・提供情報・成果

技術的助言 地域研究
機関

協力体制

• 気候変動適応センターが中核となり，情報の収集・整理・分析や研究を推進
• 成果の提供や技術的助言を通じて，気候変動適応策の推進に貢献
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4. 国環研の取り組み



26出典︓https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/measures/img/5_motalityRiskHeatstroke.pdf

4. 国環研の取り組み
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  地域の取組の紹介 出典︓気候変動適応情報プラットフォーム「国内外の適応策事例集」
https://adaptation-platform.nies.go.jp/db/measures/index.html#

4. 国環研の取り組み

https://adaptation-platform.nies.go.jp/db/measures/index.html#


• 気候変動による 悪影響を軽減 ⇒ 気候リスク管理（守りの適応策）
• 気候変動による影響を 有効に活用 ⇒ 適応ビジネス（攻めの適応策）

 事業者の取組の紹介
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4. 国環研の取り組み

https://adaptation-platform.nies.go.jp/private_sector/index.html

https://adaptation-platform.nies.go.jp/private_sector/index.html
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4. 国環研の取り組み

観測に利用したWBGT測定機器

WBGT観測値表示ツール

 背景
• 効果的な対策を実施するためには地域状況

を把握する必要がある．
• 地域状況を把握するための技術や知見が不

足している場合もある．
 目的
• 地域状況を把握するための研究の実施
• 得られた知見を活用し，適応策検討のため

の基礎資料として活用
 実施内容
① 意見交換の場の設置
② 暑熱環境に関する気象学的観測の実施
③ 熱中症救急搬送数データの収集
④ 熱中救急搬送数に関する研究

地域との共同研究



4. 国環研の取り組み

香川県

静岡県

福岡県 大阪府

大分県

埼玉県

高知県

 WBGT観測（一部抜粋）
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詳細については下記サイトに資料を掲載しています︓
https://adaptation-platform.nies.go.jp/ccca/research/heat-adapted/index.html

地域との共同研究

https://adaptation-platform.nies.go.jp/ccca/research/heat-adapted/index.html
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川崎市 神奈川県

栃木県

愛媛県

長崎県

福島県

群馬県

 熱中救急搬送数やWBGTの分析・予測（一部抜粋）

  普及啓発（一部抜粋）

詳細については下記サイトに資料を掲載しています︓
https://adaptation-platform.nies.go.jp/ccca/research/heat-
adapted/index.html

地域との共同研究

4. 国環研の取り組み

https://adaptation-platform.nies.go.jp/ccca/research/heat-
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• 既に多くの熱中症が発生している中，更なる気温上昇はより深刻な影響をもたらす．
• しかし，適切な対策を取れば熱中症は防げる影響である．

• 政府による熱中症対策の取り組みが進みつつある︓「気候変動適応法の改正」「熱中症
対策実行計画」「熱中症（特別）警戒アラート」「クーリングシェルター」ほか

• 地域での取組も政府による熱中症対策の取り組みが進みつつある．

• 将来の気候変動も見据え，地域の特性を考慮した，きめ細やかな取組が必要に
  キーワード︓ 普及啓発，暑さの把握，高齢者，住居，学校，事業者，等

• 国環研適応Cは，関連機関との連携のもと，熱中症リスク低減に資する研究活動を推
進していきます．

5. まとめ



ご清聴ありがとうございました


